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平成２９年６月12日
地域医療連携室

⻘森労災病院 理念 「やさしく、あたたかい病院」
・患者さんの権利を尊重し、患者さん中心の医療を行います。

・医療の質の向上をめざします。

・勤労者医療・地域医療連携等における社会的責任を果たします。

新任 医師・研修医 紹介

◇消化器内科
五⼗嵐 剛 副部⻑
専門医・認定医等：日本内科学会認定内科医、日本消化器病学会専門医
ひとこと：この度、弘前大学医学部附属病院より赴任しました。地域の

皆様のお役の立てるよう全力を尽くして参ります。
若輩者ですが、よろしくお願いいたします。

◇泌尿器科
久保田 優花 医師
ひとこと：泌尿器科に配属となった久保田と申します。前年度まで外科

研修を行っており、泌尿器科１年生でありますが、頑張りま
すのでよろしくお願いいたします。

◇臨床研修医
安田 和洋

ひとこと：分からないことが多くご迷惑をかけることもあると思います
が、精一杯頑張りますので、よろしくお願いいたします。
地域医療に少しでも貢献できるようように、日々精進してい
きます。

片山 恵⾥
ひとこと：弘前大学を卒業し４月から初期研修医として働くことになり

ました。⼋⼾での生活も社会⼈として働くのも初めてで不安
もありますが前向きに２年間を楽しみたいと思っています。

平成29年４月１日付



　

近年、顎関節症は口腔外科疾患の中で最も多い疾患の一つとなって参りました
が、患者さんからは「治らない・良くならない」という言葉が多く聞かれるの
も事実です。しかしそれは診断・治療法の選択に問題があるということが指摘
されています。顎関節症とは一つの疾患ではなく、病態の異なる十数種の疾患
の総称名であることはあまり知られていません。大きくは、顎関節症第Ⅰ型
（咀嚼筋痛障害）、Ⅱ型（顎関節痛障害）Ⅲ型（顎関節円板障害）Ⅳ型（変形
性顎関節症）の4つの型に分類され、さらに亜型も存在するため、その様々なタ
イプに合わせた治療法を選択しなければなかなか改善には至りません。特に、
第Ⅲ型Ⅳ型の中で不可逆性変化（顎関節腔内線維性癒着・円板穿孔・関節ネズ
ミ・骨棘形成、他）が生じた顎関節症は専門的施設でなければ治療に難渋する
ことが多いようです。
当科には、一般的な治療が奏功しないという理由で紹介となる患者さんが多

く、そのような難治性顎関節症に対しても積極的な治療を行っております。そ
のほとんどは顎関節パンピング（ヒアルロン酸注入含む）療法で改善しますが、
不可逆性変化の生じた難治性顎関節症に対しては手術が必要となることもあり
ます。従来、顔面切開を要した顎関節解放手術が一般的でしたが、顔面に大き
な傷が残ること・顔面神経麻痺のriskがあることなどから患者さんにも敬遠され
てきました。

⻭科⼝腔外科部⻑ 中山 勝憲

しかし現在は、手術機器の進歩に
よって顔面切開を要しない顎関節鏡視

下手術（当科手術実績500例以上）も
可能な時代になっております。当科で
は直径3㎜の細径関節鏡（Stryker社
製）を採用し良好な結果を得ています。
耳前部に3~5㎜程度の小さな穴を開け
るだけで手術可能なことから、傷もほ
とんど残らず、顔面神経麻痺のriskも
極めて低いことが利点です。

◇顎関節鏡視下手術



　

その詳細は極細径（先端直径1~2㎜）の高周波メス・骨削除シェーバー・
マイクロスーチャーラッソ他種々の機器使用により、癒着切離・骨棘削除・
骨形態修正・関節円板穿孔部の縫合・前方転位した関節円板の牽引整復縫合
固定など、顎関節開放手術と変わらない手技が可能となっております。

◇高周波メスによる癒着切離

この方法を導入している施設は全国的にも限られた施設のみで、⻘森県南
地域では未だ当院のみのようです。症状の軽い重いに関わらず治療に難渋し
ている症例があればお気軽にお問い合わせください。

◇関節円板整復縫合固定

鏡視下手術前後の回復状態

開口障害22㎜・顎関節痛強い 術後開口量44㎜へと改善・疼痛消失



　当院では、紹介患者さんの待ち時間短縮を目的に、FAX・電話による診療予約を実施しております。

◎専用FAXによる予約方法
予約受付時間：午前８：３０～午後９：１５（ただし、状況によって対応します。）
予約FAX番号：０１７８－３３－１６９０　（地域医療連携室直通）
予約申込書：当院ホームページ〉〉各部門のご紹介〉〉地域医療連携室のページから
　　　　　　　　ダウンロード可能です。
　　　　　　　　郵送またはFAXでもお送りしますので、ご希望の際はご連絡ください。
※予約の申込につきましては、診療日前日までとなっております。
当日の予約は出来ませんのでご了承ください。

利用手順

医療連携室

◎電話による予約方法
予約受付時間：平日午前８：３０～午後５：００
予約電話番号：０１７８－３３－１５５１　内線２５１５

利用手順

医療連携室

※FAX予約では、事前にカルテ作成を行いますが、電話予約の場合、当日のカルテ作成となりますので
若干お時間を頂きます。

青森労災病院　FAX・電話による診療予約のご案内

青森労災病院
連携医療機関 患者

青森労災病院
連携医療機関 患者

医療連携室では、紹介患者

の予約希望である旨を確認

し、

・受診科、希望日時

・紹介患者さんのお名前（読

み方のみ）、生年月日、患者

さんのご自宅の電話番号を

聴取する。

予約申込書の表面を記入後

０１７８−３３−１６９０にＦＡＸ

診療情報提供書を登録医

から受け取る。

紹介状をお持ちの方はご本人

あるいは家族の方が医療連携

室に電話する。

「紹介患者の予約希望」である

旨を伝える。

希望日時を確認し、予約に空きがない場

合は、都合の良い日時で調整する。

予約当日の予約時間の２０分前までに、医事課受付

『③ 初めての方』のカウンターに来院してもらう。

・紹介状、保険証、当院の診察券（診察券をお持ちの方）、

お薬手帳（お薬情報）を持参していただく。

連携医療機関は、診療

情報提供書を患者さん

が受診日に持参できるよ

うに作成する。

予約申込書受取

予約確認

希望日時に空きがない場合は調整

予約申込書の裏面に

予約日時、患者氏名を記入し、患者様へ



青森労災病院　地域医療連携室宛 　専用　ＦＡＸ　0178－33－1690

（ふりがな）

患者氏名

生年月日
明治・大正
昭和・平成 年 月 日 歳

電話番号　　　　　　　　－　　　　　　　　－　　　　　　　　

所在地

電話番号・ＦＡＸ番号

送信担当者名

資格取得日

※　保険証のコピー貼付も可能です。

医療機関名

記号・番号 資格取得日

後期高齢者
受給者証・

公費医療

市町村・負担者番号 負担割合 　　　　　　割

受給者番号

主保険

保険者番号 区分 本　人　・　家　族

　□　小児科※ 　□　放射線科※ 　□　歯科口腔外科※

※　小児科・放射線科・歯科口腔外科への予約は、直接診療科外来へ電話予約してください。

※　循環器内科・神経科及び麻酔科は現在休診となっております。

　□　神経内科 　□　皮膚科 　□　麻酔科

　□　外科 　□　泌尿器科 　□　健康診断部

　□　生活習慣病センター長 　□　脳神経外科 　□　リハビリテーション科

　□　糖尿病内分泌センター（第三内科） 　□　心臓血管外科 　□　産婦人科

　□　消化器内科（第二内科） 　□　形成外科 　□　耳鼻咽喉科

（姓） （名）
男　　・　　女

住所
〒　　　　　－

受診希望日時　　　　平成　　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日　　　　　　曜日　　　　　　　　　時　　　　　　分

受診希望科（○をつけてください）

　□　循環器・呼吸器内科（第一内科） 　□　整形外科 　□　眼科

平成　　　年　　　月　　　日

予　約　申　込　書
性　別 旧　姓


